
NNEEWWSS  RREELLEEAASSEE      
 

1/1 株式会社メガチップス  

平成1９年６月29日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 メ ガ チ ッ プ ス 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  松 岡 茂 樹 

担 当 役 員 常 務 取 締 役  鵜 飼 幸 弘 

（ＴＥＬ ０６－６３９９－２８８４） 

 

業界最小・低消費電力「ワンセグ」受信用ＯＦＤＭ ＬＳＩの開発に関するお知らせ 

 

 株式会社メガチップス（代表者：松岡茂樹、本社：大阪市淀川区、東京証券取引所市場第１部 ６８７５）は、

業界最小・低消費電力の１セグメント地上デジタル放送受信向ＯＦＤＭ復調ＬＳＩの第３世代ＬＳＩ（ＭＡ５０

１６０）を開発いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 本ＯＦＤＭ復調ＬＳＩは日本の地上デジタルＴＶ放送規格ＩＳＤＢ－Ｔに準拠したデジタルＴＶ放

送復調用のＬＳＩで、ポータブル機器市場をターゲットにした１セグメント部分受信サービス（通称

ワンセグ）向けの製品であります。ワンセグ放送は 2006 年４月から本サービスが開始されましたが、

携帯電話アプリケーションをメインに市場が拡大しております。 

 本ＯＦＤＭ復調ＬＳＩは、当社第２世代ＬＳＩで実現した、業界最小パッケージ，低消費電力をさ

らに推し進め、①当社従来比の約 1/3 の 2.2mm 角業界最小パッケージ、②当社従来比の約 1/3 の約７

ｍＷの低消費電力を実現いたしました。また、市場で高い評価を得ております受信性能も、独自開発

のアルゴリズムのチューニングにより、新幹線などの高速移動体におけるワンセグ放送受信を更に安

定可能にいたしました。 

 地上デジタル放送のワンセグ放送は、車載機器、ポータブルＴＶ、ＰＤＡ、携帯電話など移動・ポ

ータブル機器でＴＶ放送受信やデータ放送受信サービスを受けることが可能になります。特に携帯電

話においてはワンセグ機能搭載機種が増えており、今回，開発しました本ＬＳＩは、ワンセグ放送の

最適なソリューションとして地上波デジタル放送の普及に貢献いたします。 

 なお、本ＬＳＩのサンプル出荷は本年８月頃を予定しております。 

 

■主な特徴： 

１．独自開発アルゴリズムのチューニングにより、高速移動時や、街中の電波品質の悪い状況、

郊外など電波強度の弱い状況での受信を可能といたしました。 

２．最適プロセスの選択により、当社従来比約 1/3 の 2.2mm 角の業界最小パッケージを実現いた

しました。小型チューナ、携帯電話、ポータブル機器に最適であります。 

３．独自方式により、全 50チャネルを業界最速の３秒でチャネルサーチすることが可能でありま

す。これにより、ストレスなく受信チャネルをすばやく確認することができます。 
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■基本仕様： 

・１セグメント受信対応（地上波デジタルＴＶ放送規格（ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｂ３１）に準拠） 
・Ｈ／Ｗパワーダウン及びＳ／Ｗパワーダウン機能 

・モード・ＧＩ自動検出機能 

・自動周波数同期機能 
・自動タイミング同期機能 

・時間デインターリーブ用メモリ内蔵 

・ＩＦ入力周波数0.5/１ＭHz：差動／シングル入力に対し、ＤＣカット用のコンデンサのみで接
続可 

・ＡＧＣアナログ１系統／ＰＷＭ２系統出力：アナログ出力のため、低雑音かつ外部回路無しで

接続可 
・ＧＰＩＯインタフェース（３本：ＣＳＰパッケージ、８本：ベアチップパッケージ）：ＰＷＭ

（ｘ２） 

・ＴＳＰフォーマットデータ出力（シリアル４本／パラレル 11本（ベアチップパッケージのみ）） 
・緊急警報放送フラグ出力 

・同期フラグ出力 

・受信障害アラーム出力 
・割り込み信号出力：復調部同期はずれ、ＲＳデコーダエラー発生時等 

・パッケージ：36ピン、ＣＳＰパッケージ（0.33mm ボールピッチ、0.45mm 厚以下、2.2mm 角） 

64 ピン、ベアチップパッケージ（0.45mm厚以下、2.2mm角） 
・単一クロック：16ＭHz（ＯＳＣ対応：ＣＳＰパッケージ、Ｘｔａｌ／ＯＳＣ両対応：ベアチッ

プパッケージ） 

・電源電圧：1.20±0.12Ｖ（内部コア）／2.85±0.15Ｖ（Ｉ／Ｏ、アナログ）／2.85±0.15Ｖ、
1.60±0.08Ｖ（バックエンドインタフェース） 

 

■用語の説明 

１．ＯＦＤＭ（直交波周波数分割多重）Orthogonal Frequency Division Multiplexing 

無線などで用いられるデジタル変調方式の一つ。地上波デジタル放送、ＩＥＥＥ802.11ａな
どの無線ＬＡＮ、電力線モデムなどの伝送方式に採用されている。ＦＤＭ（周波数分割多重）

では高速なデータ信号を低速で狭帯域なデータ信号に変換し周波数軸上で並列に伝送するが、

ＯＦＤＭではさらに直交性を利用し、周波数軸上でのオーバーラップを許容している。複数
の搬送波を一部重なりあいながらも互いに干渉することなく密に並べることができることか

ら、狭い周波数の範囲を効率的に利用した広帯域伝送を実現し、周波数の利用効率を上げて

いる。 
２．チューナＡＧＣ制御信号（Automatic Gain Control：自動利得制御） 

放送局から送られる高周波信号を受信する際、その受信環境によってはＴＶ画面が不安定に

なるため、受信レベルの変動を自動的に制御する信号。 
入力信号レベルが変化しても出力信号レベルが一定になるよう、増幅器の利得を可変制御す

る回路。無線通信では非常に弱い信号から強力な信号までを受信するが、強力な信号でも歪

まないように出力音量を一定にする必要がある。そこで信号入力から出力までの途中に利得
を制御するＡＧＣ回路を入れる。 

３．デインタリーバ 

伝送するデータを時間および周波数方向に分散すること。時間インターリーブを施して伝送
した場合には、伝送路で時間的に集中して発生した誤りがインターリーブを元に戻すことに

より、誤りが集中せず分散し、後段での誤り訂正回路で修正しやすくなる。 
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本件問い合わせ先 

【製品に関する問い合わせ】 

株式会社メガチップス ＬＳＩカンパニー 第２事業部 営業部 

セールス担当 三宅 

〒５３２－０００３ 大阪市淀川区宮原４丁目１番６号アクロス新大阪 

ＴＥＬ ０６－６３９９－２８８５（直通） 

ＦＡＸ ０６－６３９９－２８８６ 

 

【報道関係、ＩＲ関係】 

株式会社メガチップス 

経営企画部 広報グループ 

ＴＥＬ ０６－６３９９－２８８４（代表） 


